
Ａブロックにエントリーされた全１２作品を公開します。

覇者となったのは果たして誰？？

http://www.columnland.net/ にてごらんください。



























コンテスト結果  
[Aの部]

コラム番号 コラムタイトル
点数 順位 特別賞

まじょコメント

A01 手　－未来－

18 pt 2 位 0 sp

　母は、父は、医者は、教師は……連想のおもむくままにパッ
パッといろんな手を大写しにしていって、ラスト自問でさく
り。軽い読みごこちで、狙い通りの表紙エントリー、かつ緑の
筒のサワークリームゲット、おめでとう。
　ただ、ちょっと平凡な印象で読み流されてしまう感あり。ひ
とことだけでも個性的なフレーズがあると、もっと映えたので
は。
イチオシフレーズ：「僕の手はナンノタメニ」

A02 不格好

0 pt 10 位 0 sp

　弱い自分を少しずつ変えてゆこうとする、ひたむきな気持ち
が一人称トークでせつせつと。
　ひょっとしたら、この無骨な手は心の中の幻なのかもしれな
い。でもそれに支えられているんだという、春のような全面的
な信頼感が、あたたかく伝わってきます。

A03 最高の冬

3 pt 8 位 2 sp

　寒さのなかだから、より心に残るぬくもり。ていねいに描写
されたラブコメ調の風景に浸れたのですが、後半、さっさと次
を探しちゃうあたりの展開が急すぎて感興をふくらませきれな
かった感。
　「冬の寒さとともにおいてきた」あの日の想い出に浸るとこ
ろで終わっても良かったのでは。
特別賞：作者の顔が見てみたい賞/上京で賞
イチオシフレーズ：「冬の寒さとともにおいてきました。」

A04 俺の手が悪いのか

3 pt 8 位 5 sp

　あ～あ。ちょっとした不運がコミカルにリズムよく描き出さ
れて楽しめます。
　順位はあまり上がらなかったけれど、特別賞を５つも受賞!!
　それだけ話題になったのは価値あることかなと思います、お
めでとう。
特別賞：班内で盛り上がったで賞/それでも僕はやってない賞/
あなたの手がきっと悪いで賞/リアリティー賞/大慌て賞
イチオシフレーズ：「俺は手をそんな目的では使用しておりま
せん！」「ち、ちょっと」「あなたも好みじゃないし」

A05 報讐と怨恨～偽古文調で～

0 pt 10 位 1 sp

　叙事詩ですね。ニセの英雄を倒してみたところで、この世は
乱れるばかり。格調高く伝わってきますが、敢えて擬古文にし
た効果が発揮しきれていないような。「家族の助けを求める
声」のようなフツーの文体が混在しているので、全体としてム
リしたような印象になってしまった感。ムリ＝チャレンジング
な精神はおおいに推奨なのですけれど。
特別賞：よくまとめたで賞

A06 優しい手

4 pt 6 位 0 sp

　臨死体験って、なぜにお花畑なのでしょう？　は措いとい
て。これは臨死ではなく、そのままさくっと彼岸に渡ってし
まったもようです。彼岸で生き直し、というストーリーは爽や
かなのですが、でも、彼岸でもせっせと働かなくてはいけない
のが、ちょっと息苦しい。どうせなら鍛冶屋さんじゃなくて、
もっと彼岸らしい夢のあるお仕事だと、より感情移入できたの
では。

A07 彼の戦い

29 pt 1 位 1 sp



　「尻尾」で犬だな、と察知。荒ぶる野性本能がけなげに伝
わってきて爆笑でした。特に「俺の体は動いてしまった。前足
が差し出される。」がツボ。そう、「お手」じゃないんだ、前
足なんだっっ、と。
　臨場感ゆたかな描写で、「次の戦い」へ向けて負けるなっ、
と読者の気持ちを味方に付けての首位、おめでとうございまし
た。
特別賞：犬で賞
イチオシフレーズ：「お手！」×２　「これじゃますます負け
犬だ」

A08 おじいちゃんの手

4 pt 6 位 0 sp

　実体験ベースでしょうか。つないだ手のぬくもりが永遠に喪
われてしまうまで。
　たんたんと語ることで、かえってしみじみと迫ってくるもの
があります。たとえば、どんなおもちゃを買ってもらったの
か、とか一点だけでも具体的に点描すると、そこがより輝いた
のでは。

A09 言葉はなくとも

0 pt 10 位 1 sp

　サッカーほど１ゴールの喜びが大きいスポーツもそうないで
すよね。その喜びの大きさをリアルタイムでていねいに伝えて
いただきました。
　サッカーは足、でも喜びの表現は手、という対比をよりクリ
アに見せると、お題がより生きたように思います。
特別賞：スポコン賞

A10 つなぐこと、つたえられること

8 pt 4 位 0 sp

　赤ちゃんの指しゃぶりがとても新鮮な視点で語られて、冒頭
いきなり引き込まれます。ちょっとクサくなる後半も「あの
さ」がじょうずに救って純愛さわやかなラストへ。おしあわせ
に。

A11 Seize the Day

13 pt 3 位 2 sp

　うわ。とちょっと引き気味になりながら描写の迫力にたじろ
いでいると、かなり深い結論へ。
　人の心の痛みにするどく踏み込むテーマだけに、途中で妙な
ミスリードは、かえって逆効果に思えたのですが、いかがで
しょう。読者サービス？？
　愛し合うことは、すなわち傷つけ合うこと、その深刻さを減
速させずに、そのままストレートにぶつけていただくのもあり
かな、と思った次第です。
　冥王星からリストカッターへ、変幻自在の作者さんの今後に
期待。
特別賞：A4賞/まぬけ？賞
イチオシフレーズ：「死にたくないよぉ」×３　「今度切ると
きは、俺にやらせてくれ」「私はリストカッター」でイチオシ
フレーズ大賞も受賞です。

A12 ある一族についての考察

8 pt 4 位 3 sp

　よく思いつくなあプリングルス。爆笑ネタをもっともらしい
口調で、という語り口のはまりっぷりがたまりません。お茶会
ネタにおいしくいただきました。
特別賞：独自の視点が良いで賞/コンソメスープがなかったで
賞/シーソルト＆ペッパー賞
イチオシフレーズ：「ジャパナッツタカタ」×２

[Bの部]

コラム番号コラムタイトル 点数 順位 特別賞
まじょコメント

B01 あの時の握手

12 pt 4 位 0 sp
　はじまりは、熱くスポーツドラマ。
　ハッピーエンドに終わっていないところが、逆に真実味を感じました。走り
の光景を少し点描していただくと、より入り込めた気がしますが、スポーツは
いいなあとしみじみ。これが大学合格のほうじゃ、やっぱり絵にならないです
よね。
イチオシフレーズ：「お前が選手になれて、本当に良かった」

B02 愛しい手

0 pt 10 位 0 sp
　手の動き、耳のピクン、観察力のゆたかさを感じます。
　ただ、すぐに猫だなとわかるので、さいごまで伏せておく必要はなかったの
では。身を以てネタを提供してくれたミックス君によろしく。



B03 親父

5 pt 6 位 1 sp
　親父の手、赤ちゃんの手、そしてグローブ。三つの具体的なモノをうまくつ
ないで未来志向のストーリーにしたワザが光ります。ぱっぱっとイメージだけ
を大写しにして、語りすぎない手法も効いてますね。コンパクトに見せるワ
ザ。まるで30秒CMのような(←絶賛）。
特別賞：あったかいで賞
イチオシフレーズ：「目元が君にそっくりだ」

B04 レポート提出日の心情

0 pt 10 位 2 sp
　日常光景をコミカルに。「手」の解釈がユニークでした。
　ちょっとオチが弱いか。レポートの内容を少し盛り込むと親近感が湧きそう
ですが。0ポイントだったけれど、「その手があったかあぁー！」がメガヒッ
トでイチオシフレーズ大賞ゲットです、おめでとう。
特別賞：ウケねらい賞/その手があったで賞/このテーマに「その手があったか
あぁー！」賞
イチオシフレーズ：「その手があったかあぁー！」×９

B05 丘

25 pt 1 位 0 sp
　重たい擬音とともに重たい光景がまわりはじめます。
　沖縄戦。現在形で語ったところが、描写のこまやかさとあいまって映画のよ
うな臨場感でした。徹底して「僕」の視点、というブレのなさも読者の心につ
よい印象を残します。納得の首位といったところでしょうか。おめでとう。
イチオシフレーズ：「次はお前が行け」「土煙になって死んだ」

B06 手のひらに降る雪

3 pt 7 位 0 sp
　まっしろなふわふわ。仔犬でしょうか。「ゆき」という名前ははまりすぎの
気もするけれど、雪の儚さときれいにシンクロして、失われたもののせつなさ
がしんしんと降り積みます。

B07 手は語る

6 pt 5 位 3 sp
　発信機であり受信機でもある。そんな手についての思いのたけは伝わってく
るのですが論証として組み立てきれなかった感。
　○○だから●●、よって××、と証明のようにまず論旨を整理してから枝葉
をつけるとよいのでは。でも、固いものへのチャレンジが評価されて「教科書
にのっていてもよい」教科賞などいただけました。
特別賞：教科賞/おつかれさまでした賞/改行しま賞
イチオシフレーズ：「手は語る」

B08 手相売ります

15 pt 3 位 0 sp
　妙なものの売り込みが、「ございます」調で、まじめくさって語られて、お
かしみを醸し出します。最後に一波乱という組み立ても楽しい。年齢まちがい
のこいつは通信販売でしょうか？
特別賞：タモリ賞

B09 風の便箋

0 pt 10 位 3 sp
　TA陣に衝撃走る。なにゆえに、この作品がゼロポイントなのかっ！
　空を見上げる思いで読みました。うつくしい。風の便箋という風習に載せて
奏でられるピュアな思いが、しあわせ色に染まります。ちょっと非日常、
ちょっとメルヘン、そのさじ加減が絶妙でした。
特別賞：明日は明日の風が吹くで賞/独特で賞/オリジナリティ賞

B10 －あの日を境に－

1 pt 9 位 0 sp
　靴に落ちる涙。前へ前へと新しく生き直してゆこうという気持ち。寓話的光
景としてくっきり見せて応援したくなる共感力大のメッセージトークでした。
イチオシフレーズ：「番号19をつけた僕の待つ場所を目指して」

B11 変心

21 pt 2 位 0 sp
　ラストの赤く染まってゆく手がイメージを鮮烈に喚起。医者という仕事のす
さまじさがずっしり伝わってきます。想像力で、ここまでリアルに描けるもの
なんですね。
　ちょっと残念だったのは「先生、次の患者さんが……」というタネアカシ・
セリフのぎこちなさ。ここがポイントなので、もっと自然体で。
特別賞：あとあとよく考えたらサイコーだった賞

B12 ice and hands

2 pt 8 位 3 sp
　指にくっつく氷、というとても身近な体験から立ち上げて、叙情ゆたか。
　春の太陽、そして霜。人の心が誰しも備えている二面性を対話形式でこだま
させたところが秀逸でした。
特別賞：構成にこったで賞/レイアウト賞/レイアウトが良かったで賞


